	科目名「　総合実習　」学習指導案
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学校名　愛知県立○○○高等学校　指導者　○○　○○

	１　日時・場所　　平成○○年△△月□□日（　）第○限・○○○実験室

	２　対象　　　　　第○学年△組科（□名）

	３　使用教材　　　別紙プリント

	４　単元名　　　　1　簡単に出来る環境美化実験（ペットボトルとクロレラによる汚水の浄化）

	５　単元の目標
　(1)　バイオリアクターの特徴について理解する。
　(2)　クロレラの特徴及び培養方法について理解する。
　(3)　クロレラの固定化法とその利用について理解する。
　(4)　クロレラビーズによる汚水処理能力とその再利用法ついて理解する。

	６　単元の評価規準

	関心・意欲・態度
	思考・判断・表現
	技能
	知識・理解

	　バイオリアクターによる環境浄化について興味・関心をもち，クロレラの培養や固定化，クロレラビーズを利用した水質浄化実験，利用法について主体的に取り組み，探求しようとしている。
	　バイオリアクター，クロレラ，固定化の特徴やメカニズム，諸課題の解決について思考を深め，的確に判断し実験に取り組んでいる。
	　クロレラの培養に用いる培地の作成，固定化における器具の操作，薬品の取り扱いなどにおいて基礎的な技術を身に付け，実践的に利用できている。
	　バイオリアクターについて理解を深め，クロレラの培養，固定化にともなう基礎的な知識を身に付け，単元の目標と関連して理解している。

	７　単元の指導計画（全８時間）と本時の位置

	時間
	学習内容・学習活動
	評価の観点
	評価方法等

	
	
	関
	思
	技
	知
	

	１
２
	◎　バイオリアクターとクロレラ培養準備
・バイオリアクターの特徴を知る。
・クロレラの培養方法を理解する。
	○
	
	
	○
	産業界で活用されているバイオリアクターの目的や種類について知っている。（教師の観察）
クロレラの培養方法を理解している。
（教師の観察）

	３

４
	◎　クロレラ培養とビーズ作製準備
・安全な実験実習における服装・態度で臨む。
・バイオリアクター装置の構造を理解し，使用する器具・工具の名称を確認し準備を行う。
	
	
	○
	
	安全に留意した服装，態度で実験に臨むことができる。
装置の構造を理解し，実験器具の名称を理解し，取扱いが適切にできる。
（実技・実験態度）

	５

(本時)
６

(本時)
	◎　クロレラビーズ作りとその利用
・安全な実験実習における服装・態度で臨む。
・クロレラビーズの作製方法を理解し，手順に従い使用する器具・工具を適切に使用し，クロレラビーズを作製する。
	
	
	○
	
	安全に留意した服装，態度で実験に望むことができている。
クロレラビーズの作製方法を理解している。

実験器具を適切に取扱い，クロレラビーズを作製することができる。
（実技・実験態度）

	７

８
	◎　汚水調査とクロレラビーズの再利用
・実験結果を科学的に分析し考察する。
・実験器具の後片付けを行い，レポートを作成する。
	
	○
	
	
	実験結果を科学的に分析し，考察することができている。
レポートを作成して，自分の考えを発表することができる。
（実技・実験態度）（発表）

	８　本時の目標

	　バイオリアクターで必要不可欠な生体触媒への固定化技術と，パックテストを用いて迅速に水質を知る方法の知識や技術を習得させ，他の実験に応用できる能力とその成果を利用する態度を養い，理解させる。

	９　本時の指導計画

	
	学習内容・学習活動
	指導上の留意点
	評価規準・評価方法

	導入
（５分）
	◎　服装，態度の確認
◎　予習課題の確認
	・服装の点検，安全確認をする。
・前回，指示した準備ができているかを確認する。

	・服装，態度は正しく，バイオリアクターに関心をもち実験に望む姿勢がある。
・予習課題ができている。

	展開
(90分)
	◎　本時の実習内容の確認
・クロレラビーズ作製の実習の手順を確認する。
◎　クロレラとアルギン酸ナトリウムの混合
・実験材料であるクロレラとアルギン酸ナトリム溶液を混合する。
◎　クロレラビーズ作り
・クロレラとアルギン酸ナトリム混合溶液を塩化カルシウム溶液の中に滴下し，クロレラビーズを作製する。
· 作製したクロレラビーズの観察

・クロレラが均一に混合されているか，粒の大きさ，固さがそろっているかを観察する。

	・注意事項を確認する。
・実習内容の指示をする。
・実験に使用する器具の確認をする。
・均一に混合されているかの確認をする。
・駒込ピペットの持ち方と扱い方（クロレラビーズの形）を確認させる。
・滴下する量によって大きさが変化することを確認させる。
・塩化カルシウム溶液に浸漬する時間で固さが変化することを確認させる。

	・指示，実験内容が理解できている。
・実験内容を理解し，使用する実験器具の用意が指示どおりできている。
・実験器具の名称を理解し，適切な操作ができている。
【技能】

・実験器具を適切に操作し，クロレラビーズを作製することができている。
【技能】


	まとめ
(５分)
	◎　クロレラビーズ作りについて復習する。
・次回の内容を確認する。
	・本時の内容を簡単に振り返えさせる。
・本時の内容をレポートにまとめさせる。


	・クロレラビーズ作りについて内容を理解している。

・実験レポートが適切にまとめてある。


